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参
議
院
議
員 

発行所 もとゆき会 
 
〒103-0007 
東京都中央区日本橋浜町 

2-35-7島鶴ビル 601号 
電話 03-3６60-4302 

  

コ
ロ
ナ
禍
が
は
じ
ま
っ
て
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
、
お
変

わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

藤
井
先
生
の
ご
専
門
で
あ
り
ま
す
医
薬
品
等
に
関
し
ま
し
て
本
当
に

多
く
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
年
で
し
た
。
世
界
を
見
渡
し
ま
す
と

新
規
技
術
に
よ
る 

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１
９
ワ
ク
チ
ン
が
、
ウ
イ
ル
ス
発
見

か
ら
一
年
程
度
と
い
う
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
、
し
か
も
次
々
に
成
功
裡

に
開
発
さ
れ
、
加
え
て
非
常
に
大
規
模
な
供
給
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
抗
体
薬
も
実
用
化
目
前
で
す
。
一
方
、
世
界
の
新
薬
創
出
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
は
ず
の
我
が
国
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

確
か
に
、
政
府
に
よ
る
研
究
開
発
や
製
造
施
設
構
築
等
に
対
す
る
補
助

金
な
ど
に
よ
り
こ
れ
ま
で
に
比
べ
ま
す
と
考
え
ら
れ
な
い
ス
ピ
ー
ド
感

で
進
ん
で
は
い
ま
す
が
、
開
発
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ま
だ
大
規
模
臨
床

試
験
も
始
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
接
種
開
始
は
欧
米
に
遅
れ
る
こ
と
一
か

月
以
上
と
い
う
状
況
で
す
。
こ
れ
は
、
２
０
０
９
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
教
訓
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
や
気
候
変
動
を
含
め
た
感
染
症
リ
ス
ク
の
上
昇
に
対
し
て
正
し
い

認
識
と
そ
れ
に
対
す
る
準
備
が
全
く
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。
感
染
症
は
収
束
す
れ
ば
そ
れ
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
や
医
薬

品
は
不
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
民
間
で
は
な
く
政
府
が
責
任
を
持
っ
て
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

現
在
、
ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て
は
、
世
界
で
「
取
り
合
い
」
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
次
々
に
変
異
株
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
仮
に

「
日
本
株
」
が
発
生
、
蔓
延
し
た
場
合
、
海
外
の
企
業
が
そ
の
ワ
ク
チ
ン

等
を
開
発
し
て
、
我
が
国
に
提
供
し
て
く
れ
る
保
証
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
も
は
や
国
家
安
全
保
障
や
国
防
の
問
題
と
も
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
観
点
か
ら
も
政
府
は
普
段
か
ら
こ
う
し
た
事
態

へ
の
備
え
と
し
て
継
続
的
な
技
術
開
発
、
自
国
で
の
製

造
・
供
給
体
制
の
維
持
管
理
等
必
要
な
対
応
・
体
制
整
備

を
行
っ
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は

ま
た
必
ず
起
き
ま
す
。 

そ
の
時
に
、
日
本
が
三
度
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
、
私
た
ち
は
藤
井
先
生
と
と
も
に
活
動
を
充
実
、

加
速
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 備
え
の
重
要
性
と 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
学
び 

 

も
と
ゆ
き
会
幹
事 

田
村
典
朗 

 

皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
も
桜
の
開
花
を
迎
え
る
時
期
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
東
京
で
は
平
年
を
十
二
日
上
回
る
三
月
十
四
日
に
は
開
花
宣
言

が
出
さ
れ
観
測
史
上
最
速
と
な
り
ま
し
た
。 

よ
う
や
く
春
爛
漫
と
い
う
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
い
ま
だ
収
束
と
は
い
か
ず
、
二
度
目
の

緊
急
事
態
宣
言
は
延
長
さ
れ
よ
う
や
く
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
、
感
染
症
拡
大
の
防
止
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
の
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
す
。 

昨
年
末
に
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
が
承
認
申
請
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
、
特
例
承
認
さ
れ
医
療
従
事
者
を
対
象
に
優
先
接

種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
四
月
に
は
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象
に
接
種
を
順
次
開
始
す
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

二
月
に
は
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
、
三
月
に
は
モ
デ
ル
ナ
社
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
承
認
申
請
が
出
さ
れ
て

お
り
、
順
調
に
行
け
ば
五
月
に
は
承
認
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。 

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
は
欧

米
の
製
薬
企
業
が
先
行
し
、
国
産
ワ
ク
チ
ン
開
発
は
、
よ
う
や
く
臨

床
試
験
が
開
始
さ
れ
た
状
況
で
す
の
で
、
欧
米
企
業
開
発
の
製
品
を

し
ば
ら
く
は
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

国
内
企
業
の
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
体
制
、
創
薬
力
の
低
さ
が
懸
念
さ

れ
、
自
民
党
で
は
国
内
製
薬
企
業
の
創
薬
力
の
強
化
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
積
極
的
に
ビ
ジ
ョ
ン
の
早
急
な
取
り
ま

と
め
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

私
は
、
以
前
よ
り
国
内
医
薬
品
産
業
の
創
薬
力
強
化
・
育
成
の
必

要
性
を
国
会
の
場
で
訴
え
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
少

し
動
き
だ
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
国
の
更
な
る
積
極
的
な
関
与
を
訴

え
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す 

ご 

挨 
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令和２年１２月１日（火） 
１０時より厚生労働委員会に出席。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和２年１２月４日（金） 
会期末処理が行われました。 

 
 
 
 
 
 
 

令和 3年１月 7日（木） 
政府は、緊急事態宣言を再び 
発令しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 3年１月 18日（月） 
第 204回通常国会が開催しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
令和 3年１月 21日（木） 

米国ワシントン現地時間１月 20 日正午、
ジョー・バイデン大統領が誕生しました。 
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藤井もとゆき国会日記 その１ 

１３時３０分より質問に立ちました。新型コロナウ
イルス感染症ワクチンの開発状況について、同じく
治療薬のレムデシベルなどの特別承認審査基準に
ついて、また副作用、副反応について、今回の新型
コロナウイルスは収れん後の行動について、ワクチ
ン接種の個人判断についての情報提供についてな
どの質問を行いました。 

その後予防接種法及び検疫法の一部改正法案につ
いての採決が行われ全会一致で可決されました。 

衆議院において、野党側から「会期延長に関する申
し入れ」があったため、議員総会及び本会議は、開
会が遅れ、13 時３０分より厚生労働委員会、１３
時４０分ＯＤＡ特別委員会、１４時２０分より決算
委員会、１5時 10分より本会議。労働者協同組合
法の一部改正法案など４法案についての採決が行
われいずれも可決され今国会は閉会となりました。 

政府は緊急事態宣言を再び発令しました。期間は１
月８日から２月７日まで。対象は１都３県。国内感
染者数は７５００人を超え３日連続で過去最多、東
京２４４７人、神奈川６７９人、埼玉４６０人、千
葉４５０人も過去最多を更新しました。ただ、対象
となった４都県以外に、大阪、兵庫等も過去最多を
更新しています。対象県の拡大も考慮すべきかもし
れません。営業は午後８時まで、酒類の提供は１１
時～午後７時と今回のターゲットは飲食店に集中。
政策効果を期待する一方で、医療体制の再構築と、
例外的に認められている特定地域のビジネスマン
入国も併せ検討されるべきでしょう。 

12時から本会議及び特別委員会。13時から天皇陛
下をお迎えしての開会式は、コロナ対策のため昨年
10 月の臨時国会時と同様、出席議員を限定して行
われました。衆議院に続く参議院本会議での 4演説
は、15 時 45 分から。菅総理の施政方針演説は約
45分。総理就任以降 4ヶ月間の活動実績等がその
多くを占め、また施政方針の提示も既に発表済みの
ものが多く、若干新鮮さに欠けるようにも思われま
した。 

宣誓の後の就任演説では「米国の団結に全霊を捧げ
る」と誓い、コロナ対策、国際協調も掲げておりま
した。早速、ホワイトハウス執務室では「パリ協定」
への復帰など、15 本の大統領令に署名。州をまた
ぐ移動の際や連邦政府施設内でのマスク着用を義務
づける他、WHO 脱退手続きの撤回やイスラム圏か
らの入国制限の撤廃などの指示もあり、トランプ前
政権とは異なる政策が動き出すことになります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 2月 3日（水） 
18時より参議院本会議。 

 
 
 
 
 
 
令和 3年 2月 4日（木） 
  自民党政策集団宏池会例会。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 3年 2月 26日（金） 
  緊急事態宣言を一部地区解除。 
 
 
 
 
 
 
令和 3年 3月 11日（木） 

東日本大震災犠牲者追悼式に参列。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 3年 3月２1日（日） 

2年ぶりとなる自由民主党大会が開催。 
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藤井もとゆき国会日記 その２ 

新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を
改正する法律を可決、この法案は実質、衆議院・参
議院をわずか 4 日間の審議で成立しました。今日
からは衆議院で予算案の審議です。国会常会で予算
案審議の前に審議に付された閣法ですから、スピー
ド可決は自然の流れでしょうか？ 

昨年はコロナのため開催を断念した追悼式。10 周年
の節目となる今年は、天皇・皇后両殿下のご臨席を
仰ぎ、出席者を限定、ソーシャルデイスタンスに配慮
し都内国立劇場で開かれました。１４時３０分開催、１４
時４６分黙祷です。10 年前のその時刻、私は決算委員
会の真っ最中でした。突然委員会室が揺れ、天井から
のシャンデリアも大きくスイング、壁際に寄ってかが
み込んだことを思い出します。窓から見える国会中
庭の池の水が大きく波打ち続け、控え室で見たＴＶが
津波の襲来等東北の大惨事模様を伝えていました。
藤井事務所の仲間の無事をとりあえず確認し、地下 1
階から階段で会館１２階の部屋まで駆け上がりました。
部屋は大きな問題はありませんでした。帰路は帰宅
難民であふれかえっていた記憶があります。 

12：00より宏池会リモートオンライン例会開会。
新型コロナウイルス感染症予防のためリモートオ
ンライン会議形式で参加しました。 

１０都道府県に対し発し、２月７日までであった緊急事

態宣言は、３月７日まで１か月延長されておりました

が、解除を前倒しし、愛知、岐阜、大阪、京都、兵庫、

福岡の 6 府県については２月末までにするということ

で、政府諮問委員会が了承しました。残るは関東 4都県

ですが、こちらの行方はどうなることか？ 

春の嵐が吹き荒れる都内で、２年ぶりとなる自由民主
党大会が開催されました。参加者は国会議員等に絞
られ、初のリモート方式の採用、いつもは参加者全員
で歌う党歌も歌なしの手話党歌になりました。コロナ
対策に十分な配慮の上での開催です。今大会のタイ
トルは「コロナに打ち克つ希望ある日本へ」、サブタ
イトルは「総選挙に勝利し、誰もが活躍できる国づく
り」です。今年は秋までに衆議院議員選挙があります
が、来年夏には参議院選挙です。来年の党大会では
参議院選挙で党公認候補者が登壇するはずです。 
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藤井基之国会事務所 
 
〒100-8962  
東京都千代田区永田町 2-1-1 
   参議院議員会館 1218号室 

 ０３－６５５０－１２１８ 
Fax ０３－３５９７－９３９３ 

藤井基之浜町事務所 
 
〒103-0007  
東京都中央区日本橋浜町 2-35-7 
         島鶴ビル 601 号 

 ０３－３６６０－４３０２ 
Fax ０３－３６６０－４３２８ 
 

もとゆき会とは、藤井基之先生の政治家としての大成を期するため活動している
政治資金規正法に基づく政治団体です。藤井基之先生の政治理念や人柄などに共鳴
した人々の「藤井もとゆきファンクラブ」のようなものです。「藤井もとゆき勝手
連」とも通称しています。会員になりたい方、関心のある方は、下記の藤井基之事
務所にお問い合わせください。 
入会金や会費はありませんが、個々の事業や活動の実施に必要な場合は、その都度、

費用を会員や参加者から徴収させていただきます。 
もとゆき会の活動をご理解いただくために、ホームページを開設いたしております

ので、右記アドレスにアクセスしてみて下さい。 

 

もとゆき会入会の案内 

 

もとゆき会 HP： 
http: //www.fujii.tv/ 

二つの賭け 

 私は、この地球上に生を享け既に 70年を過ぎ、随分長く生きてきたなという思いが有りますが、この長き
人生を楽しくさせてくれる事の一つは、幾多の人々との出会いであります。 
私の場合は、偶々入社した会社が商社で、二度海外駐在をした事、また、商社の後に外資系企業に勤務し

てきている事も有り、日本人のみならず沢山の外国人との出会いが有り、元来、異なる文化、異なる物事の
考え方に興味の有った私にとって、本ではなく実体験を通して、私なりに認識できた事は、大きな喜びであ
ります。 
数々の出会いの中の一つとして、今から約 45 年前、ドイツ系米国人の英会話教師と出会い、彼と二つの

賭けをした事が有ります。彼は、当時３０代前半で、世界各地を旅して、その地で、英会話教師をして収入
を得るといった人生を送っており、南米滞在の後、アジア最初の地として、日本を訪問したとの事で、ステ
レオタイプの人生を送ってきた私とは全く異なる自由な人生選択をしてきている彼に、私は大層興味を持ち、
週末に会って話をする様になりました。 
当時のアメリカは、人種問題で大揺れに揺れており、彼に対して、「絶対に有って欲しくない事だが、アメ

リカは人種問題で持たない、やがて崩壊するのでないか」と私の率直な懸念を伝えました。後になって考え
てみれば、そんな事は全く起こり得ない事でありましたが、多民族国家に就いて理解の乏しかった私には、
当時のアメリカの状況は大変深刻な内戦に思えたのです。私の懸念に対して、即座に彼は、自信満々に否定
しました。何故そんなに自信が有るのかとの私の問いに対して、「アメリカが崩壊の危機に瀕する事が有れば、
アメリカ国民は、人種を超えて星条旗の下に団結する」と、これも自信満々に答えました。何故、そんな事
を言えるのかとの私の問いに、彼は、シンプルに「何故なら、アメリカ人は、みんなアメリカが好きだから」
と答えましたが、私は、彼のこの大変シンプルな回答に納得できず、私の懸念を払拭できませんでした。 
もう一つの賭けは、キリスト教と自然科学に関する事柄で、「この世に於けるあらゆる不可思議な事象は、

時間が掛かるだけの問題で、自然科学の発展に伴い、やがて全てが解明されるだろう」との私の意見に対し
て、敬虔なクリスチャンである彼は、「神の領域の不可思議な事象は、人間には解明できない」とこれも自信
満々に答えました。その後長い間、私は彼とのこれらの賭けを忘れていましたが、2003 年のイラク戦争の
際に、前者の賭けをまざまざと思い出させる出来事が起こりました。 
当時、私は米国企業の日本代表をしておりましたが、上司の一人に、上層部の人間としては珍しく民主党

支持の温和で博識な米国人がおり、私はこの人を尊敬しておりました。イラク攻撃開始の半年後米国出張の
折に、彼に対して、彼なら同意してくれるだろうと思い、イラク攻撃に異を唱えた処、彼が激怒して、すご
い剣幕で、お前は何を言っているのだ、あの国は、アメリカを崩壊させようとしたんだぞと詰った時に、あ
の英会話教師との賭けが突然蘇り、彼の言った事は本当だったんだなと実感し、アメリカ人の強烈な愛国心
と高い誇りと覚悟を認識した次第であります。前者の賭けに就きましては、私の懸念は全く杞憂に終わりま
した。後者の賭けに就きましては、未だ決着は付いていませんが、昨今の自然科学の驚異的な発展に鑑みる
に、私に勝算が有るのでないかと思料しております。 
周知の事実の様に、日本は、言論の自由が認められているとは言い難い核保有国に囲まれておりますが、

私が物心ついてから今迄、ずっと言論の自由が認められてきている民主国家であります。これからも日本が
言論の自由が認められる国で有り続ける事を、強く希求してやみません。 

 
 
 

 

 

もとゆき会会員 高岡勝春 


